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　海外への食品輸出ルート確立を目標に、市では平成
18年度から「タイ国への食品輸出販路開拓事業」に取
り組んでおり、一昨年・昨年度は愛媛や四国の地場特
産品を中心とした食品フェアをタイ国・バンコク市で
開催し、タイ国の人々の好評を博しました。
　今年度は西条産の柿をＰＲすべく、バンコク市内で
「バンコク柿フェア」を開催。市内ＪＡ関係者や生産
者、輸出元企業等で構成する派遣団８名が１月８日㈭
から７日間の日程で現地を訪問し、百貨店やスーパー
マーケット５店舗で柿の試食販売を実施しました。
　西条産の柿はおいしいとの評判で、前回の食品フェ
アに訪れた方が今回も購入に訪れるなど、海外での販
売にも手ごたえを感じる一方、輸送の際の品質保持な
どの課題も見つかり、関係者は課題の克服に向けて決
意を新たにしていました。



　今年６月の開館に向け、大町（フジ西条店等跡地）に建設を進めている（仮称）西条図書館の
愛称を募集します。皆さんに愛され、親しまれる愛称をお寄せください。

●募集期間　２月２日㈪～16日㈪　※当日消印有効
●応募資格
　どなたでも応募できます。ただし、応募できる数
は、お一人１点限りとさせていただきます。
●応募方法
　応募する愛称（ふりがな）、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号またはＥメールアドレスを明
記の上、郵送、ファックス、Ｅメールのいずれかで
ご応募ください。（市のホームページから応募用紙
のデータをダウンロードすることもできます）
※ご応募いただいた方の個人情報は選定作業の参考
　資料として、また、選定結果のお知らせと賞品の
　発送のみに利用し、安全かつ厳密に管理します。
●注意事項
①応募作品は返却できません。
②採用作品の一切の権利は、西条市に帰属します。
③採用作品は補作して使用する場合があります。
●応募先
　宛先：〒793－8601　明屋敷164
　　　　西条市教育委員会　教育総務課　宛
　ファックス：0897－52－1210
　Ｅメール：kyoikusomu@saijo-city.jp

●賞
　応募作品が採用された方には、１万円相当の記念
品を贈呈します。（採用作品が複数の場合は、抽選
とさせていただきます）
●選考方法
　応募いただいた作品は、愛称選考委員会が選考し
ます。なお、結果発表は、市の広報紙とホームペー
ジで行います。

外観イメージ図外観イメージ図

内観イメージ図内観イメージ図

各図書館についてのお問い合わせ先：市庁舎別館教育総務課　教育総務係　℡0897－52－1609

　西条または丹原の新図書館での仕事をお手伝いして
いただける図書館ボランティアを募集します。図書館
の活動をサポートし、年間を通して継続的な活動が可
能な方をお待ちしています。
　詳しくは、教育総務課へお問い合わせいただくか、
市のホームページをご覧ください。

●募集期間　２月２日㈪～３月31日㈫
●活動内容
　子ども向け行事、資料整理、障害者サービス、環境
美化に関する活動
●対象　・18歳以上の方
　　　　・サークルなどで活動されている団体

　西条図書館は昨年４月から建設に
着手し、建物本体の鉄骨工事が10月
に終わり、現在は外装・内装工事も
ほぼ完了しています。
　今後は書架の設置、パソコン関連
機器や外部舗装などの整備を行い、
開館準備期間を経て、今年６月に開
館する予定です。
●床面積　5,136㎡
●蔵書冊数　計　画：約40万冊
　　　　　　開館時：約20万冊

　丹原図書館は昨年９月から丹原総
合支所の３階部分を改造し、図書館
整備を行っています。現在、内装工
事や書架の設置などハード面での整
備は完了しています。
　今後はパソコン関連機器やＩＣ機
器などソフト面の整備を行い、開館
準備期間を経て、今年６月に開館す
る予定です。
●床面積　890㎡
●蔵書冊数　計　画：約５万冊
　　　　　　開館時：約３万冊

▲書架や椅子・テーブルなどの
　設置が終わり、６月の開館に
　向け、ソフト面の整備を進め
　ている丹原図書館

▲幼児に絵本の読み聞かせなど
　を行う「お話しコーナー」

　　　　　撮影日：平成21年１月16日

▲６月の開館に向け、着々と工
　事が進む西条図書館

▲図書館北側には公園の整備も
　進めています。公園には水路
　や東屋などが設置されます。

　　　　　撮影日：平成21年１月16日
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西条地区
日程
16日㈪ 8:30～15:00

神拝

橘

市内全地区

市内全地区

飯岡

玉津

氷見

加茂

禎瑞

大町

西条

8:45～15:00
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23日㈪

17日㈫

19日㈭

24日㈫
25日㈬
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４日㈬
５日㈭

11日㈬
12日㈭

20日㈮

２日㈪
３日㈫

27日㈮

６日㈮
９日㈪

13日㈮
16日㈪

10日㈫

時間 対象地区

橘公民館

大保木 大保木公民館

市庁舎別館５階

市庁舎別館５階

飯岡公民館

神戸 神戸公民館

玉津公民館

氷見公民館

加茂公民館

禎瑞公民館

会場
２
月

３
月

飯岡8:45～16:0018日㈬ 飯岡公民館

東予地区
日程
16日㈪

多賀公民館

壬生川公民館

東予総合支所
３階

東予総合支所

国安公民館

吉岡公民館

庄内公民館

周布公民館

三芳公民館
(農村環境改善センター)

吉井公民館

周布･吉田
石田･玉之江･広江･今在家

河原津･河原津新田･楠

三津屋･三津屋南･三津屋東
大新田･壬生川･明理川
円海寺･喜多台

河原津･河原津新田･楠･三芳

三芳

宮之内･大野･福成寺･実報寺･旦之上
河之内･黒谷･広岡･石延･安用

三津屋･三津屋南･三津屋東
明理川･円海寺･喜多台

石田･玉之江･広江･今在家
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国安･新市･高田･桑村
安用出作・新町･上市
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楠河公民館

　　　　　　　　　　　　■平成20年中の所得を明らかにする書類
　　　　　　　　　　　　　▽源泉徴収票▽営業、農業、不動産収入のあ
　　　　　　　　　　　　　る方は、収入額や経費のわかる帳簿、通帳、
                          　　　　 固定資産税課税明細書等
■平成20年中の控除を明らかにする書類
　▽国民年金保険料や、生命保険・地震保険等の控除証明書等、医療費控
　除を受けられる方は医療費の領収書等
■印かん（認印でかまいません）
■申告される方名義の金融機関・口座番号がわかるもの
　（還付が生じた際に必要になります）
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っ
た
方
は
、
郵
送
申
告

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
税
制
改
正
の
内
容
は
、
広
報
さ

い
じ
ょ
う
１
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
ご 

注 

意

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
支
払
い
を
証

明
す
る
も
の
を
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

○
公
民
館
な
ど
で
申
告
受
付
を
行

っ
て
い
る
日
は
、
市
庁
舎
本
館
、

各
総
合
支
所
で
は
申
告
受
付
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
民

館
等
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
市
庁
舎
本
館

　

市
民
税
課　

市
民
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７―

５
２―

１
３
１
７

◎
東
予
総
合
支
所

　

税
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

６
４―
２
７
０
０

内
線
１
２
１

◎
丹
原
総
合
支
所

　

税
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

６
８―

７
３
０
０

内
線
２
１
４

◎
小
松
総
合
支
所

　

税
務
課　

税
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
１

内
線
１
１
４

郵送申告

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

小松地区
日程
16日㈪ 安井・明穂

石根公民館

小松総合支所
２階ホール

西・中・東大頭
妙口上・下
妙口原・都谷
大郷・湯浪
岡村・藍刈
旧藩・町東
新屋敷
一本松

川原谷

南川・石鎚団地・石鎚

北川

市内全地区

駅前・新宮藤木
8:30

～

16:30

20日㈮

17日㈫
18日㈬

23日㈪
24日㈫
25日㈬

19日㈭

２日㈪
３日㈫
４日㈬
５日㈭

26日㈭

９日㈪
10日㈫

６日㈮

11日㈬
12日㈭

16日㈪
13日㈮

時間 対象地区 会場
２
月

３
月

中西北町・宝来・玉河27日㈮

丹原地区
日程

16日㈪

9:00～16:00
高知・徳能

田野公民館

古田

長野
田野上方・北田野

高松・川根
関屋・湯谷口・寺尾

鞍瀬・明河・千原
楠窪・臼坂

田滝･田滝前･徳能出作

来見
石経・志川・明穂

桜樹出張所

徳田公民館

中川公民館

丹原総合支所
２階

今井

久妙寺・南部

願連寺

丹原

池田

市内全地区

8:30～16:30

20日㈮

17日㈫
18日㈬

23日㈪
24日㈫
25日㈬

19日㈭

２日㈪
３日㈫
４日㈬
５日㈭

26日㈭

９日㈪
10日㈫
11日㈬
12日㈭
13日㈮
16日㈪

６日㈮

時間 対象地区 会場
２
月

３
月

27日㈮
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12
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
24

日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
案
件
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

各
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。（
指
定
期
間
は
平
成
21
年
４

月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
）

　

指
定
す
る
施
設
と
指
定
管
理
者

は
次
の
と
お
り
。

○
障
害
者
共
同
作
業
所

　

㈳
あ
お
い
会

○
老
人
憩
の
家
、
丹
原
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
松
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
丹

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
松
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

㈳
西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
や
す
ら
ぎ
苑　

道
前
総
業
㈲

○
本
谷
温
泉
館　

㈱
キ
ャ
ッ
プ

○
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
大
保
木
を

よ
く
す
る
会

西
条
市
建
築
基
準
法
施
行
条
例
に

つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
１
日
に
愛
媛
県

か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
、
す
べ
て

の
建
築
確
認
等
を
行
う
特
定
行
政

庁
に
移
行
す
る
た
め
、
建
築
基
準

法
の
施
行
に
必
要
な
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
４
回
）

○
補
正
額　
　
　

８
６
７
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
０
８
億
１
０
９
２
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
福
祉
の
充
実
】

・
心
身
障
害
児
（
者
）
施
設
整
備

助
成
事
業　
　
　

３
２
０
万
円

【
地
域
情
報
化
の
推
進
】

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

整
備
事
業　
　

１
４
５
８
万
円

【
災
害
復
旧
事
業
】

・
平
成
20
年
発
生
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
３
６
万
円

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
６
万
円

【
そ
の
他
】

・
西
条
市
議
会
議
員
選
挙
費

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
４
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

２
億
６
６
１
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
２
５
億
８
７
３
３
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

１
１
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

12
億
２
３
８
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　

１
億
４
８
６
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

91
億
２
３
４
２
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
47
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
２
１
５
７
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
７
３
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

55
億
９
８
１
４
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
67
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
６
４
０
５
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

27
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

15
億
９
８
２
３
万
円

　

西
条
市
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
西
条
市
議
会
に
お
い
て
行

わ
れ
、
次
の
方
が
新
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
塩
出
保
允
氏
が
、
委
員
長
の

職
務
代
理
者
に
山
内
一
胤
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
20
年
12
月
22
日
～
平
成
24
年
12
月
21
日
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た

次
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
授
与
し

ま
し
た
。

■
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

○
高
橋
サ
ダ
子
氏

　

陸
上
競
技

　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー　

優
勝

○
平
塚
雄
二
氏

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー　

リ
カ
ー
ブ
30
㍍

　

ダ
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ド　

優
勝

○
安
藤
佳
浩
氏

　

陸
上
競
技

　

砲
丸
投　

優
勝

塩出保允氏
（神拝甲）

明比和子氏
（中野甲）

山内一胤氏
（三芳）

髙橋洋一氏
（丹原町田野上方）

選挙管理委員が選任されました西条市スポーツ表彰を授与

写真解説
（右から）

高橋サダ子氏
平塚雄二氏
安藤佳浩氏
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　２月と３月に次の日程で各種スポーツのキャンプ・合宿が
行われる予定です。（平成21年１月16日現在）
　見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。
■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

四国学院大学 硬式野球部
日程　２月９日㈪～17日㈫
場所　東予球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

浜松大学 硬式野球部
日程　２月15日㈰～21日㈯
場所　ひうち球場

拓殖大学 硬式野球部
日程　２月22日㈰～28日㈯
場所　ひうち球場

ＪＦＥ西日本 硬式野球部
日程　２月23日㈪～３月２日㈪
場所　東予球場

大阪薬科大学 硬式庭球部
日程　３月８日㈰
場所　東予運動公園テニスコート

京都産業大学 サッカー部
日程　３月３日㈫～７日㈯
場所　ひうち陸上競技場
　　　東予球技場
※ひうち陸上競技場は６日㈮まで。

大阪府立大学 硬式野球部
日程　３月４日㈬～８日㈰
場所　東予球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
※ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯは７日㈯まで。

花園大学 剣道部
日程　３月24日㈫～27日㈮
場所　東予体育館

香川大学 硬式野球部
日程　３月26日㈭～３月30日㈪
場所　東予球場
　　　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
※ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯは28日㈯まで。

合
宿
都
市
構
想
で
の
誘
致
実
る

ラ
グ
ビ
ー
の
名
門
校

常
翔
啓
光
学
園
が
全
国
制
覇

全
国
大
会
直
前
に

　
　
　

西
条
市
で
強
化
合
宿

全国大会に向けた調整を行う選手たち（ひうち陸上競技場にて）

ＪＦＥ西日本硬式野球部（昨年春季キャンプ）

四国学院大学硬式野球部（昨年冬季キャンプ）

　

市
で
は
「
合
宿
都
市
構
想
」
を
提
唱

し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
誘
致
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
市
内
の
体
育
施
設
や
石

鎚
山
系
の
高
地
資
源
を
活
用
し
た
合
宿

誘
致
を
進
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
力
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

常
翔
啓
光
学
園
は
平
成
19
年
の
夏
に

当
市
で
合
宿
し
、
昨
年
12
月
に
は
第
88

回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
の
出
場
に

向
け
た
強
化
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

合
宿
最
終
日
に
は
上
野
主
将
が
「
全

国
大
会
を
前
に
良
い
環
境
で
実
り
の
多

い
合
宿
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
制
覇
を

め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
見

事
４
大
会
ぶ
り
７
回
目
の
全
国
制
覇
を

１
月
７
日
に
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
制
覇
に
よ
り
、
今
後
の

合
宿
都
市
構
想
の
推
進
に
弾
み
が
つ
き

ま
し
た
。
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※　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
　いいます。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 平成20年４月１日現在

※　１．西条市の給与条例に基づく、給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　３．平成18年に９級制から８級制に変更しています。

一般行政職の級別職員数の状況 平成20年４月１日現在

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成19年４月１日現在の実数です。

職員給与費の状況 平成19年度普通会計決算

※　人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

人件費の状況 平成19年度普通会計決算

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級などによる加算措置

職員手当の状況 平成20年４月１日現在

職員の初任給の状況 平成20年４月１日現在

　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定められています。問合せ：市庁舎本館職員課　人事係　℡0897－52－1229

構成比

年齢別職員構成の状況 平成20年４月１日現在

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通勤手当、
　　　　住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況 平成20年４月１日現在

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、通勤
　　　手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費です。退職
　　　手当に要する経費は含んでいません。

公営企業職員給与費の状況 平成19年度決算

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成19年４月１日現在の実数です。

特別職の報酬等の状況 平成20年４月１日現在

※　平均給与月額は平成20年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、通勤手
　当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢平均給料月額 平均給与月額

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況 平成20年４月１日現在

平成19年度

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は下記のとおり）
〇支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務
　　　　　　　　　手当
〇多くの職員に支給されている手当：同上

平成19年度

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間
　　　　　　　　のうち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,323万円（平成19年度退職者への支給額）

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

部門別職員数の状況と主な増減理由 各年４月１日現在

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　３．増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計
　　　画１年以降現年までの職員増減数の累計を示します。

各年４月１日現在

定員管理の数値目標・進捗状況

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初
　の年度末までの子１人につき、5,000円加算。

平成16年11月１日～平成21年４月１日

定員適正化計画の基本的な考え方
　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式
を見据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管
理者制度の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しな
がら、さらなる行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の
削減を図っていきます。
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○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,323万円（平成19年度退職者への支給額）

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

部門別職員数の状況と主な増減理由 各年４月１日現在

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　３．増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計
　　　画１年以降現年までの職員増減数の累計を示します。

各年４月１日現在

定員管理の数値目標・進捗状況

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※満15歳に達する日後の最初の年度初めから満22歳に達する日以降の最初
　の年度末までの子１人につき、5,000円加算。

平成16年11月１日～平成21年４月１日

定員適正化計画の基本的な考え方
　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式
を見据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管
理者制度の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しな
がら、さらなる行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の
削減を図っていきます。
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小
松
町
南
川
に
あ
る
大
谷
池
は
県
下
第
３
位
の
大
き
さ
を
誇
る

た
め
池
で
、
そ
の
水
は
小
松
町
南
川
や
小
松
町
新
屋
敷
の
灌
漑
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
池
の
周
辺
環
境
整
備
を
行
う
に
当
た
り
、
地
域
の
方
が
愛

着
を
持
っ
て
利
用
・
維
持
し
て
も
ら
え
る
場
に
し
よ
う
と
「
地
域

み
ん
な
で
計
画
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
、
地
元
住

民
や
小
・
中
学
生
の
発
案
で
整
備
計
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

■問合せ　市庁舎本館農林土木課
　　　　　℡0897－52ー1524

▲大谷池周辺の視察（自然観察会）

▲参加者による整備計画の発表

大谷池

　

大
谷
池
は
、
当
時
の
小
松
町
耕

地
整
理
組
合
組
合
長
・
森
田
恭
平

氏
と
副
組
合
長
・
今
井
巻
太
郎
氏

の
尽
力
に
よ
っ
て
大
正
９
（
１
９

２
０
）
年
に
築
造
さ
れ
、
そ
れ
以

来
、
小
松
町
第
一
土
地
改
良
区
が

維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
池
は
、
昭
和
21
年
の
南
海

大
地
震
で
堤
防
に
亀
裂
が
入
り
、

昭
和
22
～
25
年
に
か
け
て
災
害
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成

12
～
19
年
度
に
は
老
朽
化
等
に
よ

る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
池
の
周
辺
環
境
整
備
は
、

改
修
工
事
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
空
間
を
活
用
し
て
、
地
域
の
憩

い
の
場
、
環
境
学
習
の
場
、
地
域

農
業
の
歴
史
文
化
を
未
来
の
子
ど

も
に
受
け
継
ぐ
場
を
創
出
し
、
地

域
の
方
が
愛
着
を
持
っ
て
利
用
・

維
持
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

計
画
づ
く
り
に
は
、
南
川
自
治

会
、
小
松
町
第
一
土
地
改
良
区
、

小
松
小
学
校
・
小
松
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
参
加
し
、
現
地
視
察

や
研
究
集
会
を
交
え
て
提
案
や
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
整
備
箇
所
を
「
四

季
の
広
場
ゾ
ー
ン
」「
遊
ロ
ー
ド

ゾ
ー
ン
」「
く
つ
ろ
ぎ
ゾ
ー
ン
」

の
３
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

の
あ
る
広
場
と
し
て
利
用
す
る
計

画
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
作
成
し
た
計

画
を
基
に
、
平
成
21
年
度
は
施
工

の
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
22
・

23
年
度
の
２
カ
年
で
整
備
が
完
了

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
訪
れ

る
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
築
か
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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問
合
せ

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内
　

観
光
振
興
課

　

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

第２回

　運動の基本である「走る」「投げる」「跳ぶ」の要素を取り
入れた体力測定を行います。現在の自分の体力を知り、これか
らの健康づくりと体力向上に役立ててみませんか。

■対象　市内在住者（小学生以上）

■記録証の交付
　参加者全員に西条市長と高野進氏（陸上400ｍ走の日本記録
保持者）連名の記録証を交付します。また、当日の記録は、市
のホームページで公表します。

■申込方法
　所定の申込書に必要事項を記入し、２月27日㈮（必着）まで
にスポーツ健康課へ提出または郵送してください。

３月８日㈰　13時～　（小雨決行）

ひうち陸上競技場

■申込先　市庁舎別館１階　スポーツ健康課　℡0897－52－1255
　　　　　郵送の宛先：〒793－8601　明屋敷164　西条市役所スポーツ健康課　宛

　50ｍを走った時間を測定します。

　ソフトボールを投げた距離を測定します。

　助走せずに両足で踏み切り、跳んだ距離
を測定します。

　30秒間で上体起こしができる回数を測定
します。

　腕立て伏せの回数を測定します。

　５ｍ間を15秒間で往復できた距離を測定
します。

測　定　種　目
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“福”を呼ぶ伝統行事　
                                   磐根（いわね）神社の「初笑い」

　今年も丹原町鞍瀬地区に続いている新春の恒例行事「初
笑い」が元日午前10時から同所磐根神社（佐伯淳彦宮司）
本殿で行われました。
　この行事は、昭和22年に故安藤芳光さんの呼びかけで始
まりました。当時は終戦直後の混乱期で、人の心もすさん
でおり、どこの家をのぞいても暗いムードで、笑いがあり
ませんでした。そこで、笑いを通じてお互いの和を深めよ
うと「笑う門には福きたる」と地区民に呼びかけ、除夜の
鐘が鳴ると同時に神社に集まって行っていました。現在で
は初笑いに賛同する人も増え、地域の伝統行事となり、元
日の朝「元旦祭」の中で行われるようになりました。
　同日は本殿に集まり、あおり役の渡辺昭美さんが打ち振

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

る、日の丸扇子のリズムに合わせ全員が「ワッ、ハッ、ハ
ッ」「ワッ、ハッ、ハッ」「ワッ、ハッ、ハッ」と３度、
腹の底から声を出して大笑いをし、「いやなことは飛んで
ゆけ」「福の神よ、やって来い」と新しい年の「福」到来
を祈っていました。
　ピーク時には500戸を超えた同地区も、今では100戸を
切る状態になって
いますが、この素
晴らしい伝統行事
がいつまでも地域
に根づき、毎年福
が来て、笑い声の
絶えない地域であ
ることを願ってい
ます。

同じ日、旧暦１月７日に行われることと、縁起開運、商売
繁盛などのご利益も似ていることから、いつのころからか
「東予の椿さん」とも呼ばれるようになりました。お参り
する人は松山の椿さんには及び
ませんが、餅まきもあり、福を
手に入れようと毎年大勢の人が
お参りにやってきます。
　今年は、２月１日㈰と２日㈪
に初市が開催されます。白く雪
化粧をした石鎚山を眺めながら、
今年１年の開運を願って参拝し
てはいかがでしょう。
　ただし、駐車場がないので、
車でお越しの際はご注意くださ
い。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「東予にもあります　椿さん」      〈柳森神社〉

　「椿さん」と聞いて、誰もが頭に思い浮かべるのが、松
山市にある「椿神社」の春の例大祭だと思いますが、東予
地域にも「東予の椿さん」と呼ばれている神社があります。
「やなぎのおてんのうさん」として地元の人に親しまれて
いる柳森神社（明理川）です。
　天正元年９月、大洪水のために上流にあった社殿ととも
にそこで祭っていたご神像が流され、この地の柳の木に引
っ掛かりました。信仰深い地元の住民は神社を建立して、
このご神像を祭ったと伝えられています。旧暦１月７日と
８日の２日間にわたり縁起開運、家内安全、商売繁盛など
を祈念して初市が開催され、市内外からの参拝者でにぎわ
います。
　この初市は、毎年、松山市にある椿神社の春の例大祭と

▲ 

ア
ク
セ
ス

柳森神社

▲ 

初
笑
い
の
様
子

東予・
丹原ＩＣ

東予総合支所
明理川集会所

新川

至壬生川駅

今治・小松
自動車道

柳森神社

至丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所
まで次々と香り高い花を開きます。その中で、篤山先生が
こよなく愛でたという椿があります。３月下旬に見ごろを
迎える、ひときわ際立つ純白の花、一重咲きで、清らかさ
と気品を漂わせた深い味わいのある「篤山椿」です。「伊
予五大椿」に選ばれた銘椿で、小松の椿を代表する椿です。
　また、ほかにも多くの銘椿があり、玄関先には非常に珍
しい椿「唐椿」や「羽衣」の古木などもあり、２月から春
先に掛けて旧邸の見学以外
でも来館者を楽しませてく
れます。ぜひ一度お越しく
ださい。
※今年は花が少なめとなっ
　ています。
※庭園への立ち入りは禁止
　となっています。

近藤篤山旧邸の椿

　　　　　　　　　　　　　近藤篤山旧邸には「五友園」
　　　　　　　　　　　　という庭園があります。
　　　　　　　　　　　　　園内の石碑には「園の竹　蓮
　　　　　　　　　　　　らんきくに　梅の花　いつつの
　　　　　　　　　　　　友の主は山松」という、庭園の
　　　　　　　　　　　　名の由来である篤山先生の短歌
　　　　　　　　　　　　が刻まれています。
　　　　　　　　その意味は、竹、蘭、菊、梅はいずれも
中国で古くから最も人に愛された植物の四君子で、これに
篤山先生は好みの蓮を加えて庭に植えたそうです。山松は
篤山の本名・春崧（はるたか）の一字を詠んだもので「だ
から五つの友の主は私である」ということだそうです。
　この庭園には多くの椿があり、晩秋から咲き始め、翌春

伊予の銘椿「篤山椿」

▲ 

近
藤
篤
山
旧
邸
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■
得
意
技
は
顧
客
第
一
主
義
の
生

産
体
制

　

 

「
積
極
的
な
投
資
に
よ
り
、
多

品
種
小
ロ
ッ
ト
の
生
産
体
制
を
整

え
た
こ
と
が
自
社
の
強
み
だ
と
思

い
ま
す
」
と
越
智
機
械
工
業
㈱
・

関
野
邦
夫
社
長
は
語
る
。

　

関
野
社
長
は
２
代
目
。
越
智
機

械
工
業
は
、
先
代
の
自
社
製
品
を

作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
巻
き

上
げ
機
の
メ
ー
カ
ー
を
買
収
し
、

昭
和
38
年
に
開
業
。
兄
弟
企
業
で

あ
る
㈱
越
智
鋳
造
所
の
鋳
物
機
械

加
工
も
手
掛
け
、
現
在
は
機
械
加

工
・
製
缶
・
金
型
（
複
雑
な
形
状

の
鋳
造
金
型
部
品
）
製
作
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

越
智
機
械
工
業
の
社
是
は
「
顧

客
第
一
主
義
」。
減
速
機
な
ど
の

小
型
量
産
品
だ
け
で
な
く
、
産
業

用
機
械
の
超
大
型
部
品
な
ど
も
柔

軟
に
生
産
で
き
る
体
制
が
特
長
だ
。

昨
年
に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ
な
ど
の
三
次
元
設
計
ソ

フ
ト
を
導
入
し
、
さ
ら
に
多
品
種

小
ロ
ッ
ト
の
生
産
体
制
を
強
化
し

て
い
る
。

■
社
内
の
体
制
作

り
が
鍵

　

越
智
機
械
工
業

で
は
、
柔
軟
な
生

産
体
制
を
構
築
・

維
持
す
る
た
め
、

様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
社
員

全
員
が
所
持
す
る

業
務
カ
レ
ン
ダ
ー

で
あ
る
。
業
務
カ

レ
ン
ダ
ー
の
裏
面

　

西
条
の
モ
ノ
づ
く
り
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
、
次
世
代
を
担
う
モ
ノ
づ

く
り
人
材
育
成
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
西
条
モ
ノ
づ
く
り
人

材
育
成
協
議
会
（
事
務
局
：
Ｓ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
）
が
「
西
条
モ
ノ
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

売
り
上
げ
の
一
部
は
、
モ
ノ
づ

く
り
競
技
大
会
で
全
国
１
位
な
ど

の
好
成
績
を
収
め
て
い
る
東
予
高

校
の
モ
ノ
づ
く
り
課
外
活
動
の
支

援
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
規
格
・
金
額　

　

A
2
サ
イ
ズ
企
業
名
無
し

１
部
２
５
０
円(

税
込
２
６
３
円)

　

A
2
サ
イ
ズ
企
業
名
有
り

１
部
３
０
０
円(

税
込
３
１
５
円)

※
名
入
れ
の
場
合
は
50
枚
以
上
の

　

受
注
生
産
と
な
り
ま
す
。

■
購
入
・
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
越
智
機
械
工
業
が
定
め
る

品
質
方
針
・
環
境
方
針
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
常
に
社
員
が
方
針
を

意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

越
智
機
械
工
業
は
何
に
で
も
対
応

す
る
職
人
を
養
成
す
る
の
で
は
な

く
、
設
計
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
管
理

な
ど
、
部
門
ご
と
の
専
門
的
な
社

員
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
生
産
体
制
の
維
持
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

 

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
多
品
種

小
ロ
ッ
ト
生
産
の
で
き
る
企
業
が

生
き
残
る
と
思
い
ま
す
」
越
智
機

械
工
業
が
新
し
い
時
代
に
向
け
歩

み
続
け
て
い
る
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

市
原
）

    　
　
　

越
智
機
械
工
業
㈱
（
丹
原
町
田
野
上
方
）

▲ 

西
条
モ
ノ
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

新しい時代に向けた

自社の取り組みを力

強く話す関野社長 ▲

新しい時代を

見据え着実に

歩みを続ける

越智機械工業

（外観）

▲

大
型
部
品
の
製
造
に
対
応
す
る
越
智

機
械
工
業
の
作
業
場

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は市内企業を紹介する「我が社の得
意技」や「西条モノづくりカレンダー」に
ついてお知らせします。
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十
河
信
二
氏
の
ご
遺
族
の
ご

厚
意
に
よ
り
、「
新
幹
線
生
み
の

親
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
十
河
氏
の

伝
記
を
英
文
で
つ
づ
っ
た
図
書
と

そ
の
朗
読
テ
ー
プ
（
６
本
）
を
希

望
者
に
お
譲
り
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
部
数
を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

■
注
意
事
項

○
品
物
の
郵
送
を
希
望
す
る
方
に

は
、
着
払
い
で
実
費
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

○
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
申
し

込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

企
画
調
整
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
４
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
３
０

Eﾒｰﾙ kikaku@
saijo-city.jp

○
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
企
画
課　

宛

　

３
月
31
日
㈫
に
確
定
す
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
登
録
に
該
当
す
る

方
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
１
年
に
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

■
縦
覧
期
間

　

２
月
23
日
㈪
～
３
月
９
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
、
市
で
は
奨
学

資
金
（
入
学
支
度
金
・
修
学
金
）

の
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を
受
け
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限　

３
月
10
日
㈫

■
貸
付
予
定
人
員

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

５
人

■
貸
付
対
象
者
の
要
件

入
学
支
度
金

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要
件

を
備
え
て
い
る
方
の
親
権
者
ま

た
は
成
年
後
見
人

修
学
金

○
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
年

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る
方

の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上
の
大

学
に
進
学
さ
れ
る
方

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
方

○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

■
貸
付
金
返
還

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
、
修
学
金

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間
据

え
置
か
れ
ま
す
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、
半

年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０
円
を

償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
半
年
ご

と
に
９
万
円
を
償
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

▲十河信二氏の英文伝記「Old Man Thunder
　～Father of the Bullet Train」

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

名
誉
市
民
・
十
河
信
二
氏
の

英
文
伝
記
等
を
お
譲
り
し
ま
す

大
学
奨
学
資
金
貸
付
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

■
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

平
成
20
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
お
け
る
税
務
署
で
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
16
日
㈪

か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
書
は
、
平
成
21
年
１
月

１
日
以
降
に
提
出
で
き
ま
す
。

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
（
個
人
事
業
者
）

　

平
成
20
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
、
３
月
31
日
㈫
ま
で

で
す
。

■
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

平
成
20
年
分
の
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
は
、
２
月
２
日
㈪
か
ら
３

月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

平
成
20
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
１
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円
を

超
え
る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

贈
与
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産

に
つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制

度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

申
告
期
限
ま
で
に
贈
与
税
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

確
定
申
告
書
は

自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に
！

広報さいじょう　2009　2月号 14



　

社
会
保
険
庁
で
は
皆
さ
ま
の
年

金
記
録
を
正
し
い
も
の
と
す
る
た

め
、
平
成
19
年
12
月
～
平
成
20
年

10
月
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
年
金
加
入
履
歴
を
お
知

ら
せ
し
、
ご
自
身
に
年
金
加
入
記

録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
送
付
し
ま
し
た
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や｢

間
違
い
」
が
あ
る

場
合
も
、
な
い
場
合
も
、
必
ず
ご

回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

○
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
青
色
の

封
筒
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
い
た
方
は
、
年
金
記
録
に

も
れ
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
方

で
す
。
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
、
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
記
録
に
結
び
つ
く
可
能

性
の
あ
る
具
体
的
な
情
報
を
提

供
い
た
し
ま
す
。

○
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金

に
加
入
し
、
結
婚
等
で
氏
名
を

変
更
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
申

し
出
に
よ
り
、
記
録
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
確
実

に
お
届
け
す
る
に
は
、
正
し
い

住
所
の
届
出
が
必
要
で
す
。
住

所
異
動
の
際
は
変
更
の
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－
０
５
８

－

５
５
５

○
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
ね
ん

き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
３

－
６
７
０
０

－

１
１
４
４

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
今
治
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－

６
１
４
１

　

２
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限

○
旧
西
条
市
賦
課
分

　

第
４
期　

３
月
２
日
㈪

○
西
条
市
賦
課
分
（
合
併
後
）

　

第
３
期　

３
月
２
日
㈪

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

下
水
道
係

　

西
条
市
は
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
建
築
基
準
法
上
の
特
定
行
政
庁

に
な
り
、
す
べ
て
の
建
築
物
の
建

築
確
認
審
査
等
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
愛
媛
県
が
審

査
し
て
い
る
建
築
基
準
法
第
６
条

第
１
項
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で

に
規
定
さ
れ
る
建
築
物
（
店
舗
や

共
同
住
宅
、
木
造
以
外
の
２
階
建

以
上
の
一
戸
建
て
住
宅
な
ど
）
に

つ
い
て
、
２
月
以
降
に
建
築
確
認

等
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
建
築

主
の
方
は
、
事
前
に
市
の
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
建
築
住
宅
課

　

建
築
審
査
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
５
８

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

２
月
以
降
の
建
築
確
認
等
申
請

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期

ね
ん
き
ん
特
別
便
の

年
金
記
録
確
認
に
ご
協
力
を
！

下水道についての疑問を下記までお寄せください
市庁舎本館下水道工務課　下水道維持係　℡0897－52－1576
日本下水道事業団四国総合事務所　　　　℡089－927－7271

　：下水処理の仕組みはどうなっているの？②　～微生物による処理～

　：沈砂池・スクリーンで砂やごみなどを取り除かれた汚水は「最初沈殿池」
という施設で沈殿除去できる浮遊物（有機物）を除去した後、下水処理で最も
重要な「反応タンク」という施設に入ります。
　反応タンクでは、汚水に空気を送り込んだり、
汚水をかき混ぜて空気と触れさせたりして、バク
テリアなどの微生物とかき混ぜます。反応タンク
に含まれた空気（酸素）は、微生物の呼吸に使わ
れます。
　微生物は汚水に含まれる有機物（水を汚してい
る物質）を食べて分解し、「活性汚泥」という茶
色い泥のような塊をつくります。この活性汚泥を
「最終沈殿池」でもう一度沈殿させると水がきれ
いになります。

▲各汚水処理施設の反応タンク
※東予・丹原浄化センターでは汚水攪拌（か
　くはん）型の処理方法を採用し、最初沈殿
　池は省略して処理しています。

　

市
有
建
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

は
平
成
17
年
度
に
実
施
し
対
策
を

講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後

国
内
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と

さ
れ
て
い
た
新
た
な
３
種
類
の
ア

ス
ベ
ス
ト
が
調
査
対
象
と
し
て
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
有
建
物
30
施
設

・
35
棟
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
再
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
市
庁

舎
別
館
の
階
段
部
分
な
ど
の
天
井

に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
吹
付
け
材

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
引
き
続
い
て
行
っ
た

空
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
調

査
結
果
で
は
、
一
般
の
基
準
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
「
世
界
保
健
機
関
」
が
定
め

た
基
準
）
と
比
較
し
て
十
分
に
低

い
も
の
で
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
別
館
を
利

用
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心

に
万
全
を
期
す
た
め
、
早
急
に
対

策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
施
設
管
理
課

　

施
設
管
理
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
０
４

ア
ス
ベ
ス
ト
再
調
査
の
結
果

市
庁
舎
別
館
の
一
部
で

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
が
判
明
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20
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
、
国

民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の
督

促
状
の
発
送

３
月
２
日　

国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
自
治
会
な
ど
で
平
成

20
年
度
中
に
支
払
っ
た
防
犯
灯
の

維
持
費
（
電
気
料
金
）
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
早

め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

２
月
20
日
㈮

■
補
助
対
象

　

自
治
会
な
ど
が
設
置
し
て
、
電

気
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
防
犯
灯

（
公
衆
街
路
灯
）
で
、
広
告
灯
お

よ
び
、
こ
れ
に
類
す
る
照
明
施
設

を
除
い
た
も
の
。

■
補
助
額

　

平
成
20
年
度
中
に
支
払
っ
た
電

気
料
金
の
３
割
以
内

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
平
成
21
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

簡
単
に
加
入
で
き
て
請
求
手
続

き
も
簡
単
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
、
万
一
の
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間　
　

　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
22

年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
に
加
入

さ
れ
た
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
）

■
掛
金
（
年
間
１
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
も

同
額
で
す
。

■
加
入
口
数　

１
人
１
口

■
加
入
資
格

○
西
条
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
方

○
西
条
市
に
居
住
す
る
交
通
災
害

共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

■
加
入
方
法

　

申
込
用
紙
と
掛
金
を
持
っ
て
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

除
く
）
の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
配
布

○
平
成
20
年
度
の
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

世
帯
全
員
が
加
入
で
き
る
申
込

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
世
帯
の
一
部
の
方
が
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
者
の

み
記
載
し
た
申
込
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
）

○
平
成
20
年
度
は
未
加
入
で
、
平

成
21
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

交
通
安
全
協
会
に
納
め
て
い
た

だ
く
会
費
が
、
交
通
事
故
か
ら
多

く
の
大
切
な
人
命
を
守
る
貴
重
な

資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

入
会
い
た
だ
き
、
地
域
の
事
故
防

止
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
交
通
安
全
協
会
の
活
動
内
容

○
学
校
・
事
業
所
・
高
齢
者
等
対

象
の
交
通
安
全
教
室
開
催

○
交
通
茶
屋
、
人
の
輪
作
戦
な
ど

交
通
安
全
の
啓
発
活
動

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
街
頭
指
導

○
道
路
や
安
全
設
備
の
見
回
り

○
啓
発
の
ぼ
り
、
電
光
表
示
機
、

広
報
車
等
で
の
広
報
活
動

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
一
時
貸

出
、
反
射
材
の
配
布
な
ど

■
会
費　

１
年
に
つ
き
５
０
０
円

■
問
合
せ

○
西
条
交
通
安
全
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
交
通
安
全
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

２
月
の
市
税
ご
よ
み

交
通
安
全
協
会
に
加
入
し
て

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
を

行
い
ま
す

防
犯
灯
維
持
費
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

ダム上流にある地山の一部に変位を観測

志河川ダムの供用開始を延期します
　中山川水系志河川に完成した「志河川ダム」は平成21年度から
の供用開始をめざし、ダムに水をためて、ダム本体と周辺の安全
性を確認する作業を実施してきました。
　その結果、ダム本体の安全性とともに十分な貯水ができること
は確認されましたが、ダム上流にある地山の一部において変位が
観測されました。
　ごくわずかな変位ですが、志河川ダムが将来にわたって十分安
全であるために、ダム湖とダムへの影響が生じないよう、必要な
調査と対策工事を実施することとなりました。
　対策工事を実施し、再度の試験湛水（試験的に水をためること）
を行うことから、供用開始が２年間延期（予定）となりますので
お知らせします。

■問合せ　市庁舎本館農林土木課　℡0897－52－1524
　　　　　道前平野土地改良区　　℡0898－68－7673

交通災害共済は、国内
で交通乗用具の災害を
受けた場合に見舞金を
支払う制度です。
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身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
自
動

車
の
運
転
免
許
を
取
得
、
も
し
く

は
自
身
が
運
転
で
き
る
よ
う
自
動

車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

種
別
・
等
級
は
問
い
ま
せ
ん

○
助
成
の
対
象

　

普
通
一
種
免
許
の
取
得
に
係
る

経
費
の
２
分
の
１
以
下
（
限
度
額

10
万
円
）

■
自
動
車
改
造
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
機
能
の
障

害
が
あ
る
方

○
助
成
の
対
象

　

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ

ー
キ
な
ど
、
障
害
者
が
運
転
で
き

る
よ
う
に
改
造
す
る
経
費
（
限
度

額
10
万
円
。
所
得
制
限
あ
り
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

身
体
障
害
者
の
運
転
免
許
取
得

費
・
自
動
車
改
造
費
を
助
成

　この時期は全国的に山林火災が多く発生しています。これ
からも空気が乾燥し、風の強い日が多く、火災が起こりやす
くなり、いったん火災が発生すると大火の恐れがあります。
　市では運動期間中に、広報施設・車両によるマイク放送、
入山者へのチラシ配布、山火事防止のぼりの設置などを計画
しています。市民の皆さん一人ひとりが火の取り扱いには十
分注意して、山林火災防止のためにご協力をお願いします。

①　枯草のある場所や山林の近くでは、たき火をしない。
②　火気を使用するときは必ず消火の準備をし、その場所を
　離れない。その場所を離れるときは完全に消火する。
③　風の強い日や空気が乾燥しているときには、たき火・火
　入れをしない。
④　火入れを行うときは必ず許可を受ける。
⑤　たばこは指定された場所で喫煙し、吸い
　がらは必ず消すとともに、投げ捨てない。
⑥　火遊びはしない。

　平成20年中は前年に比べて、出場
件数が41件増加、搬送人員が16人増
加しました。
　救急車はケガや病気で命にかかわ
る人を病院に搬送するための緊急自
動車です。救急車の不適正利用が増
加すると、本当に緊急を要する傷病
者への対応が遅れるため、救急車の
適正な利用にご協力ください。

　平成20年中の火災件数は42件で、
前年に比べて８件（24％）増加しま
した。出火原因は、第１位が「コン
ロ」７件、第２位が「放火の疑い」
「火遊び」「たばこ」各４件でした。
　これからは空気が乾燥し、火災の
発生しやすい気象状態が続きます。
火の取り扱いには細心の注意を払い、
西条市から火災をなくしましょう。

１日の平均出場件数
その他
急病
自損行為
加害
一般負傷
運動競技事故
労働災害事故
交通事故
水難事故
自然災害事故
火災
合　計

出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

１件平均損害額
１カ月平均火災件数

死傷者

焼損面積
（建物）

焼損面積（林野）

り災世帯数
焼損棟数

その他の火災

船舶火災

車両火災

林野火災

建物火災

合　計 件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

床面積
表面積

死　者
傷　者

区　　　分 平成20年　(Ａ)

平成20年　(Ａ) 平成19年　(Ｂ)

平成19年　(Ｂ) 前年との比較 (Ａ－Ｂ)

前年との比較 (Ａ－Ｂ)
区　　　分

平成20年の出場件数・搬送人員と前年との比較

平成20年の火災と前年との比較

４２件

２２件

１件

２件

０件

１７件

９４，１９１千円

９４，０２３千円

１０千円

９７千円

０千円

６１千円
３１棟
２５世帯

１，５４０㎡
９１㎡
０ａ
２人
８人

３．５件
２，２４３千円

３４件

２２件

１件

５件

１件

５件

２６，９５８千円

２２，８７２千円

０千円

５９６千円

１，３９５千円

２，０９５千円
２９棟
１９世帯

６３８㎡
１１２㎡
１４ａ
１人
４人

２．８件
７９３千円

４１件 １６人
３件 ５人
０件 ０人
０件 ０人
０件 △ １人
７件 ５人
４件 ５人

１８件 ９人
２件 ０人

△ ２件 ０人
△ ３４件 △ ４３人
４３件 ３６人

８件

０件

０件

△ ３件

△ １件

１２件

６７，２３３千円

７１，１５１千円

１０千円

△ ４９９千円

△ １，３９５千円

△ ２，０３４千円
２棟
６世帯

９０２㎡
△ ２１㎡
△ １４ａ

１人
４人

０．７件
１，４５０千円

△は減少

△は減少

４,１７２件 ４,０４７人
７件 ８人
０件 ０人
２件 １人

５６１件 ６４３人
６２件 ５８人
３０件 ３０人
６１９件 ５９８人
２３件 ２０人
５３件 ３９人

２,３００件 ２,１７６人
５１５件 ４７４人
１１.４件

４,１３１件 ４,０３１人
４件 ３人
０件 ０人
２件 １人

５６１件 ６４４人
５５件 ５３人
２６件 ２５人

６０１件 ５８９人
２１件 ２０人
５５件 ３９人

２,３３４件 ２,２１９人
４７２件 ４３８人
１１.３件
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■
展
示
期
間

　

２
月
28
日
㈯
～
５
月
10
日
㈰

■
内
容　

菌
類
と
藻
類
の
二
つ
の

生
物
が
共
生
し
て
い
る
複
合
生
物

「
地
衣
類
」
の
生
物
学
的
な
位

置
づ
け
や
体
の
構
造
・
成
分
の
ほ

か
、
薬
や
装
飾
品
へ
の
利
用
状
況

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

■
日
時　

３
月
１
日
㈰

　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

■
場
所

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

㈱
加
賀
屋
副
社
長

　
　
　
　

小
田
與
之
彦
氏

■
演
題　

「
お
も
て
な
し
の
心　

１
０
０
年
続
く
企
業
の
創
り
方
」

■
申
込
先

　

㈳
西
条
青
年
会
議
所
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

■
開
催
日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

○
初
級
（
全
７
回
）

　

２
月
26
日
㈭
～
３
月
６
日
㈮

○
中
級
（
全
７
回
）

　

３
月
９
日
㈪
～
17
日
㈫

■
時
間　

９
時
～
11
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
３
を
使

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

初
級
20
人
・
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
０
５
０
円

○
中
級　

１
５
７
５
円

■
申
込
期
限　

２
月
13
日
㈮

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

総
合
科
学
博
物
館
企
画
展

地
衣
類
の
世
界

㈳
西
条
青
年
会
議
所

経
営
啓
発
無
料
講
演
会

問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

問合せ　愛媛県臨床検査技師会東予支部事務局
　　　　℡0897－37－7130（住友別子病院検査センター　河口）

中央公民館

八木　健氏
（滑稽俳句協会会長）

※13時30分から市民大学卒業式を行います。

●受講料　無料（入場整理券が必要です）

●入場整理券取扱所
　市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
　市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
　中央公民館、各公民館

講師

日時

場所 丹原文化会館　※入場無料

林家木久扇師匠
（落語家）

講師

日時

場所

臨床検査展　10時～12時40分
　無料検査：超音波骨評価、肺機能検査（肺年齢検査）※人数制限有
学術講演　　12時～12時40分
　演題：タバコを吸う人も吸わない人も一緒に考えましょう！
　　　　～タバコの真実と禁煙は愛～
　講師：愛媛県立今治病院副院長　松岡宏先生

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時　

２
月
18
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

市
民
会
館（
東
予
総
合
支
所
隣
）

■
テ
ー
マ

　

省
エ
ネ
大
作
戦　

―

家
庭
と
職

場
か
ら
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う―

■
内
容

　

家
庭
や
職
場
で
で
き
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
具
体
的
方
法
、
必
ず
燃

費
が
良
く
な
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

実
践
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
講
師　

㈶
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
指
導
員

■
申
込
方
法

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
参
加
希
望
者

の
氏
名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。（
当
日
参
加
可
）

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

Eﾒｰﾙ kankyo@
saijo-city.jp

■
主
催　

愛
媛
県

省
エ
ネ
＆
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

講
習
会
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■
日
時

　

２
月
15
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

※
定
期
講
習
会
以
外
の
受
講
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
応
用
操
作
Ｖ
Ｂ
Ａ

　

３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　

申
込
期
限
…
２
月
20
日
㈮

○
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
写
真
編
集

を
し
て
み
よ
う
！

　

３
月
９
日
㈪
・
10
日
㈫

　

申
込
期
限
…
２
月
23
日
㈪

○
学
生
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

　

３
月
14
日
㈯

　

申
込
期
限
…
２
月
27
日
㈮

　

３
月
17
日
㈫

　

申
込
期
限
…
３
月
３
日
㈫

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

【
冬
の
森
を
歩
く
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

２
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

　

７
時
30
分
～
16
時
30
分

■
内
容　

石
鎚
山
成
就
社
周
辺
の

森
を
散
策
し
、
樹
氷
、
動
物
の
足

跡
、
冬
芽
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

高
校
生
以
上　

５
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

１
５
０
０
円

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
等
を
含
む
。

昼
食
代
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
草
木
染　

天
然
茜
で
染
め
る
】

■
日
時　

２
月
14
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

１
８
０
０
円
（
素
材

１
枚
分
込
。
素
材
の
販
売
あ
り
）

【
草
木
染　

ウ
メ
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

２
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費　

１
２
０
０
円
（
素
材

１
枚
分
込
。
素
材
の
販
売
あ
り
）

【
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

２
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

　

13
時
～
16
時

■
内
容　

コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
と
灰
汁

で
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

■
日
時　

２
月
23
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

障
害
者
就
労
の
現
状
と

利
用
で
き
る
制
度

■
講
師

　

西
条
公
共
職
業
安
定
所
上
席
職

業
指
導
官　

三
ツ
井
洋
子
氏

■
対
象　

市
内
の
精
神
障
害
者
と

そ
の
家
族

■
問
合
せ

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
８
０
３

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

く
ろ
～
ば
～

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
６
２
８

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
鎚

【臨時休館日】　２月９日㈪・23日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

●日時　２月28日㈯　10時～13時
●内容　旬のおいしい「いちご」をふんだんに使って
　　　かわいいスイーツを作ってみませんか。
●講師　ＪＨＢＳ師範　余吾加代子氏
●定員　12人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,500円　　●申込期限　２月22日㈰

●日時　２月10日㈫　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学ぶ教室です。地元
　　　食材を用いた簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱　職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　●申込期限　２月４日㈬

問合せ：西条ライオンズクラブ　℡0897－56－3980

チケット販売所　西条ライオンズクラブ（西条商工会館３階）
　　　　　　　　西条マスヤ書店（東町・アオイロード）
　　　　　　　　クルマツ釣具（壬生川）
　　　　　　　　総合文化会館

　桑田真澄氏をお招きし、現役時代、夢の実現に向けて日々努
力してきた経験をお話しいただくトークショーです。

総合文化会館大ホール

桑田真澄氏（元プロ野球選手）講師

日時

場所

入場料：2,000円

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

精
神
障
害
者
家
族
教
室
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■
日
時

　

２
月
21
日
㈯　

９
時
～
13
時

■
場
所　

ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

■
内
容

　
「
繊
維
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

職
員
の
指
導
で
化
学
実
験
・
工
場

見
学
を
行
い
ま
す
。（
昼
食
あ
り
）

■
対
象　

小
学
５
・
６
年
生
（
保

護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
）

■
定
員　

36
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
て
、
２
月
５
日
㈭
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－
０
０
１
０

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
言
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
意
向
に
沿
っ
た
市
政
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は

研
修
会
や
施
設
見
学
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し
て
日
ご

ろ
感
じ
た
こ
と
や
考
え
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
）

■
委
嘱
期
間

　

平
成
21
年
４
月
～
平
成
23
年
３

月
31
日
の
２
年
間

■
募
集
人
員

　

40
人
（
地
区
単
位
で
定
数
を
設

け
て
い
ま
す
。
定
数
を
超
え
る
場

合
は
選
考
で
決
定
し
ま
す
）

※
選
考
結
果
は
平
成
21
年
３
月
末

ま
で
に
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

郵
送
（
は
が
き
・
封
書
）、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

①
表
題
に
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
住

所
④
性
別
⑤
生
年
月
日
⑥
職
業
⑦

電
話
番
号
⑧
応
募
の
動
機

■
応
募
期
限　

２
月
20
日
㈮
必
着

■
応
募
先

　

市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課

　

市
民
相
談
係

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
５

Eﾒｰﾙ shim
insodan@

saijo-city.jp

○
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
市
民
相
談
課　

宛

■
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方

■
活
動
内
容

　

年
２
回
・
平
日
に
開
催
す
る
研

修
会
へ
の
出
席
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
回
答
、
情
報
提
供
、
意
見
・

要
望
の
提
出
な
ど

■
任
期

　

平
成
21
年
４
月
～
平
成
22
年
３

月
末
の
１
年
間

■
謝
礼

　

年
額
６
千
円
予
定
（
別
途
、
研

修
会
参
加
に
要
す
る
交
通
費
等
も

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
）

■
応
募
方
法　

次
の
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
郵
送
（
は
が
き
・
封

書
）
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

①
郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名（
ふ

り
が
な
）
③
電
話
番
号
④
年
齢

⑤
性
別
⑥
職
業
⑦
家
族
構
成
（
続

柄
・
年
齢
）
⑧
最
寄
り
の
鉄
道
駅

⑨
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
鉄
道
駅
ま

で
の
所
要
時
間
⑩
応
募
理
由
（
１

５
０
字
程
度
）

■
応
募
期
限

　

２
月
13
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先

　

〒
７
６
０

－

０
０
６
８

　

高
松
市
松
島
町
１

－

17

－

33

　

高
松
第
２
地
方
合
同
庁
舎

　

公
正
取
引
委
員
会

　

四
国
支
所　

取
引
課　

宛

■
問
合
せ　

公
正
取
引
委
員
会

　

四
国
支
所　

取
引
課

ＴＥＬ
０
８
７

－

８
３
４

－

１
４
４
１

▲前回の「わくわく化学教室」

わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆

工
場
見
学

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

日　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

東予運動公園テニスコート第50回社会人普及ダブルス東予地区
大会（硬式テニス） １日　9：00

東予運動公園西条市駅伝競走大会（東予会場） １日　9：10

東予体育館第48回西条市少年剣道大会 11日　9：00

市内小学校体育館西条市長杯争奪
バレーボール大会（小学生の部） 11日　9：00

東予体育館西条市スポーツ少年団さよなら大会
　　　　　　　　（バドミントン） 14日　9：00

総合体育館西条市長杯争奪
家庭婦人バレーボール大会 22日　9：00

クラレ体育館ラケットテニス大会 22日　9：00
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　市では「広報さいじょう」平成21年５月号から22年４月号に掲載する

有料広告と、市のホームページに掲載する有料バナー広告を２月２日㈪

から募集します。詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、総務

課広報情報係へお問い合わせください。

応募先：市庁舎本館総務課
　　　　広報情報係
　　　　℡0897－52－1204

広　　報 ホームページ

掲載位置

金　額

大きさ

枠　数 ４枠

１枠　１カ月３万円

裏表紙下段（カラー刷り） 裏表紙裏面下段（カラー刷り）

１枠　１カ月２万円 １枠　１カ月２万円

トップページ右側

２枠 ７枠

縦50ミリ×横86ミリ 縦50ミリ×横86ミリ 縦63ピクセル×横150ピクセル

　

平
成
21
年
度
の
入
会
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事

な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び

や
集
団
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
（
同
居
し
て
い
る
65
歳

未
満
の
祖
父
母
を
含
む
）
が
労
働

な
ど
で
昼
間
不
在
と
な
る
、
小
学

1
～
３
年
生
の
児
童

■
実
施
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末

年
始
な
ど
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
利
用
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

左
表
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は

担
当
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
提
出
場
所
に

あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

２
月
27
日
㈮

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

西条児童クラブ 西条小学校
神拝小学校
大町小学校
玉津小学校
飯岡小学校
神戸小学校
橘小学校
禎瑞小学校
氷見小学校
周布小学校
吉井小学校
多賀小学校
旧壬生川中央幼稚園
国安小学校
東予西児童館
東予北地域交流センター
楠河小学校
旧庄内幼稚園
丹原児童館
田野公民館
旧来見集会所
徳田公民館
小松小学校
小松農村環境改善センター

神拝児童クラブ
大町児童クラブ
玉津児童クラブ
飯岡児童クラブ
神戸児童クラブ
橘児童クラブ
禎瑞児童クラブ
氷見児童クラブ
周布児童クラブ
吉井児童クラブ
多賀児童クラブ
壬生川児童クラブ
国安児童クラブ
吉岡児童クラブ
三芳児童クラブ
楠河児童クラブ
庄内児童クラブ
丹原児童クラブ
田野児童クラブ
中川児童クラブ

小松児童クラブ
徳田児童クラブ

石根児童クラブ

児童クラブ名地区

西条

東予

丹原

小松

設　置　場　所

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

働
く
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
が
不

足
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

原
則
と
し
て
保
育
士
資
格
ま
た

は
教
諭
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

■
勤
務
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
ま
た
は
教

諭
免
許
状
の
写
し
（
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
）
を
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
（
登
録
の
際
に

面
接
を
行
い
ま
す
。
勤
務
時
間
や

勤
務
場
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時

に
希
望
を
お
伺
い
し
ま
す
）

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
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■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

　

情
熱
と
指
導
力
の
あ
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

青
少
年
非
行
や
街
頭
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
、
週
１
回
２
時
間
、

3
人
一
組
で
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。

■
謝
礼　

パ
ト
ロ
ー
ル
1
回
に
つ

き
３
千
円

■
募
集
人
員

　

33
人
（
各
中
学
校
区
で
３
人
、

西
条
北
中
学
校
区
は
６
人
）

■
任
期

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
２
年
間

■
申
込
期
限　

２
月
27
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

３
月
下
旬
、
禎
瑞
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
障
害
者
就
労
支
援
施
設
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
施

設
は
、
利
用
者
が
施
設
で
の
農
作

業
で
収
入
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
立
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

■
農
作
業
の
内
容

　

水
耕
栽
培
で
の
サ
ラ
ダ
菜
、
レ

タ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培

■
対
象

　

義
務
教
育
を
修
了
し
た
障
害
者

で
、
自
立
更
生
の
意
欲
が
あ
る
方

■
定
員

　

身
体
障
害
者
５
人
、
知
的
障
害

者
５
人
、
精
神
障
害
者
10
人

■
応
募
方
法

　

２
月
20
日
㈮
ま
で
に
次
の
と
こ

ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
西
条
公
共
職
業
安
定
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
０
１
５

○
身
体
障
害
者
療
護
施
設

　

て
い
ず
い

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

５
３
０
０

　

定
時
制
課
程
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
制
限

な
く
誰
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

■
１
次
募
集

○
出
願
期
間

　

２
月
18
日
㈬
～
24
日
㈫
正
午

○
必
要
書
類

　

入
学
願
書
、
報
告
書
（
出
身
中

学
校
の
先
生
と
相
談
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
学
力
検
査

　

３
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬

■
２
次
募
集

○
出
願
期
間

　

３
月
19
日
㈭
～
27
日
㈮
正
午

○
必
要
書
類　

１
次
募
集
と
同
じ

○
学
力
検
査　

４
月
２
日
㈭

■
編
入
学

○
関
係
書
類

　

学
校
へ
直
接
出
向
い
て
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
書
類
の
提
出
期
限

　

３
月
17
日
㈫　

16
時

○
学
力
検
査　

３
月
24
日
㈫

■
問
合
せ　

西
条
高
校
定
時
制

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
０
３
０

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て　

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
を
募
集
し
ま
す

障
害
者
就
労
支
援
施
設

利
用
者
募
集

愛
媛
県
立
西
条
高
等
学
校

定
時
制
課
程
の
入
学
生
募
集

自
衛
官
募
集

　「ふるさと納税制度」とは、応援・貢献したい自治体に
寄附金を納めて、その自治体を支援する制度です。納めた
寄附金額に応じて、今住んでいる自治体の個人住民税など
から一定額が控除されます。
　市外の皆さまには、ふるさと納税を通じて西条市を応援
していただきますようお願いいたします。市民の皆さまに
は、市外にお住まいのご家族やご親類の方に、この制度を
啓発していただきますようお願いいたします。
■寄附金の使い道
　「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」を実現
するため、西条市総合計画に基づく「まちづくりの施策の
大綱」に掲げる諸施策の推進に活用させていただきます。
■税の控除について
　5,000円を超えた寄附金の金額が控除の対象となり、お
およそ個人住民税の１割を限度として、個人住民税と所得
税の控除が受けられます。（確定申告が必要です）

問合せ　市庁舎本館納税課　納税第１係
　　　　℡0897－52－1278　FAX0897ー52－1225
　　　　Eﾒｰﾙ nozei@saijo-city.jp
　　　　URL http://www.city.saijo.ehime.jp

■寄附申出書・チラシを郵送します
　寄附金を納めていただくには「寄附申出書」を提出して
いただく必要があります。担当課にご連絡いただければ、
寄附申出書と納付方法などを掲載したチラシを郵送します
ので、内容をよく確認の上、手続きをしてください。
※納付方法などは、市のホームページにも詳しく掲載して
　います。寄附申出書のダウンロードもできます。
■寄附の強要・詐欺行為にご注意！
　地方自治体がふるさと納税を強要することは、絶対あり
ません。寄附の強要や詐欺行為に十分ご注意ください。
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愛
媛
小
松
つ
ば
き
会
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
た
自

慢
の
椿
を
、
竹
で
作
っ
た
花
器
に
一
輪
一
輪
丁
寧
に
飾
り
、
展
示

し
ま
す
。椿

に
関
す
る
グ
ッ
ズ
の
展
示

【
場
所
】
椿
交
流
館
　

ま
ち
づ
く
り
展
示
コ
ー
ナ
ー

椿
生
け
花
展
　

【
場
所
】
オ
ア
シ
ス
館
　

３
階
ロ
ビ
ー

２月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日（11日開館）
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

あなたは謎を解読できるか？
ナスカの地上絵写真展 in 椿交流館
　２月１日㈰～26日㈭　場所：椿交流館
　数百年もの間、南米の山中に眠っていた巨大なナスカの
地上絵を軽飛行機から撮影しました。誰が何のために作っ
たのか、古代のロマンに心を馳せてみませんか。

主催・問合せ
愛媛小松つばき会　℡0898－72－2631

　四国山脈のふもとの高台から、のどかな燧灘・道前平野の遠望を
楽しみながらゆったりとくつろげる天然温泉。弱アルカリ性の黄金
色の湯に浸かって、憩いのひとときをお楽しみください。

■営業時間　10時～22時（札止め：21時30分） 
■休館日　毎週水曜日（祝日除く）
■料金　大人（中学生以上）：400円
　　　　小人（３歳以上小学生以下）：200円
　　　　65歳以上・身体障害者：300円

 カフェレスト「シャラ」
椿温泉こまつ内にある、眺望
が美しいレストラン。天気の
良い日には来島海峡大橋まで
見渡せます。地元の特産品を
使ったメニューをお手頃な値
段で味わえます。

　　　 椿ハウス
椿温泉こまつに隣接し、小松
特有の椿など約200種類の椿
を栽培しています。４月頃ま
でさまざまな椿が咲き誇り、
市のホームページでも開花状
況を紹介しています。

２月の休館日：毎週月曜日、11日㈬
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

工芸作品展　２月７日㈯～22日㈰
　木彫、彫塑、造花（ラビアンフラワー）などの作品を展
示します。手作りの技のぬくもりをご鑑賞ください。

絵画展（前期）　２月26日㈭ ～３月10日㈫
　おりづる水墨画教室、田野洋画教室の皆さんによる作品
を展示します。

写真は昨年の作品写真は昨年の作品
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２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：８時30分～17時

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報
鉄腕アトムと探ろう！
～土星をまわる神秘の星タイタン～（約40分）
投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

こどもの国　２月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こども
の国へ予約してください。

絵画教室 ７日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人

小・中学生　定員：20人
材料費：30～450円

14日
10：00～12：00

１日
13：30～16：30木彫教室

五色百人一首で遊ぼう

11日
13：30～15：30

小学生
定員：30人

楽しい電子工作
消すとつくライト

４歳児～中学生　定員：16人
幼児は保護者同伴
材料費：250円　必要な物：エプロン

８日
14：00～15：00

小学４～６年生
定員：10人将棋教室 14日

13：30～15：00

染め物教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

８日
13：30～16：30

おもしろ工作教室
～折り紙で作る流し雛～

５歳児～小学生
定員：20人
幼児は保護者同伴

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：10人

７日
13：30～15：30

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

古代の集落跡・池の内遺跡展～官衙関連遺跡の調査～
　２月15日㈰まで　共催：愛媛県埋蔵文化財調査センター
陶芸展　２月18日㈬～３月15日㈰
　氷見公民館で活動されて
いる陶芸クラブの作品展で
す。コ－ヒ－カップ、抹茶
茶碗、一輪挿しなどの生活
用品を展示します。
四国地方の石展　２月18日㈬～３月29日㈰
　故黒田武恒氏から寄贈された愛媛県・香川県の鑑賞石を
展示します。

かんが

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

所蔵品展　２月３日㈫～28日㈯

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：９時～17時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

無料クロール教室　２月28日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小･中学生
市内小・中学生無料開放日
　２月７日㈯・14日㈯　10時～12時
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認でき、効果的に水中フ
ォームなどのチェックができます。ぜひご利用ください。

▼水中モニターシステムの使用料

２月の休館日：毎週月曜日
開館時間：10時～21時

※別途200円で、映像を録画したＤＶＤを購入できます。

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円
市外の方 1,000円 300円

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

木工創作教室　２月14日㈯・28日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画教室　２月７日㈯・21日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　２月４日㈬・18日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
グループどんぐり作品展　２月１日㈰～25日㈬　
　油絵を展示します。

モニターで
映像を確認！

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

親子木工教室

28日
10：00～12：00

28日
13：30～16：30

楽しい電子工作
新リモコンライト

小・中学生　定員:10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

囲碁教室

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土・日曜日

14：00～14：30

小・中学生
定員：10人

15日
13：30～15：00

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

多摩美術大学校友会
出前アート大学
～ぼくの街、わたしの町～

22日
９：00～16：00

小学２～６年生　定員：30人
必要なもの：お弁当、水筒、
            　　　 防寒着
汚れても良い服装でお越しく
ださい。
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２月の休館日：毎週月曜日、11日㈬
開館時間：８時30分～17時

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ハート付のポンポンゆきだるま作り（申込必要）
　２月７日㈯　10時～11時
　対象：５歳以上の幼児・小学生　定員：10人
■ゲーム遊び
　２月14日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人

西条西部児童館　氷見西新開59   ℡0897－57－6061
■こども映画会「日本むかし話」
　２月７日㈯　13時30分～14時30分
■リトミック（申込必要）
　２月14日㈯　10時30分～11時
　対象：２・３歳児親子　定員：10組　
■バレンタインチョコ作り（申込必要）
　２月14日㈯　13時30分～14時30分
　対象：小学生　定員：10人　
　費用：100円

東予西児童館　広岡甲92－2　 ℡0898－66－5342
■オセロ大会
　２月７日㈯　14時　
　対象：小学生
■茶道クラブ
　２月14日㈯　10時～12時
　対象：幼児・小学生
■バレンタインチョコ作り（申込必要）
　２月14日㈯　13時～15時
　対象：小学生　定員：10人　
　費用：100円
　バレンタインケーキやクッキーを作ります。
■リズム教室
　２月28日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

丹原児童館　丹原町池田1802－3   ℡0898－68－6960
■手打ちうどん作り（申込必要）
　２月８日㈰　10時～12時
　対象：小学生親子　定員：20人　
　費用：50円
　手打ちうどんを作って昼食会をします。
■バレンタインチョコ作り（申込必要）
　２月14日㈯　10時～12時
　対象：小学生　定員：25人　
　費用：100円
　チョコでプレゼント用の花束を作ります。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

常設展示「小松の歴史と文化財　篤山先生と小松」
　３月29日㈰まで

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭、28日㈯
開館時間：９時30分～17時30分

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

館蔵品展　２月18日㈬まで
東予・周桑の石仏展２　２月21日㈯～３月29日㈰
和紙あんどん作り教室　受講生募集　
　３月５日㈭・10日㈫・14日㈯の３日間
　10時～12時　※１作品制作に約６時間必要です。
　定員：10人（先着順）　材料費：2,500円程度
　申込期限：２月20日㈮

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

雛人形・郷土玩具展　２月13日㈮～４月５日㈰
　全国各地の雛人形・伝統的郷土玩具30余種60点のほか、古代
雛や芹沢銈介氏など作家による型絵染を展示します。

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭
開館時間：９時～16時30分

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　  ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

小松温芳図書館で新システム稼動開始！
現在お持ちの図書館利用カードは使えなくなります。
　２月１日㈰から小松温芳図書館が開館します。
　利用にあたっては、新システムに対応した新図書館利用カー
ド（市内４図書館共通）を作成する必要があります。現在お持
ちの図書館利用者カードは使えませんので、再度図書館のカウ
ンターでお申し込みください。

※申し込みの際には、利用者の氏名・住所・生年月日が確認で
　きるものをお持ちください。

新西条図書館、新丹原図書館開館準備作業に伴う休館のお知らせ
●西条図書館の休館期間　５月31日㈰まで
●東予図書館の休館期間　２月１日㈰～３月31日㈫
※休館中の図書資料の返却については、各館のブックポストへ
　ご返却ください。
※東予図書館併設の東予郷土館は通常どおり開館しています。
※移動図書館車「カワセミ号」は５月31日㈰まで運休します。

２月の休館日：毎週月曜日、12日㈭、28日㈯
開館時間：９時30分～19時
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚くお礼申し上げ
ます。（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽田中綾子（明屋敷）▽太田ハジメ（福武甲）▽越智一栄（安

用）▽渡辺敏昭（広江）▽砂田宏司（三津屋南）▽一色昌子

（正法寺）▽安藤光明（丹原町久妙寺）▽柳瀬髙尹知（丹原町

関屋）▽佐伯克彦（小松町妙口）▽第一生命労働組合松山支部

▽国際ソロプチミストいしづち▽野口茂樹投手の後援会”だんだ

ん会”▽国興産業㈱▽丹原高校社会国際研究部▽黒住教周布教会

所婦人部▽丹原東中学校ＰＴＡ▽桜樹地区文化祭実行委員会▽

久妙寺地区▽丹原地区愛護班連絡協議会▽西山学園幼稚園ＰＴ

Ａ▽ボーイスカウト西条地区第12団▽小松あざみ会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊藤泰博（明神

木）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋

月理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽慰問　禎瑞保育所▽

現金　茶道裏千家淡交会▽ミカン・柿　西条地域労働者福祉協

議会▽写真・コースター　西条高校ＪＲＣ▽現金　佛立寺

■老人ホーム石燧園へ
▽抹茶の接待　茶道裏千家淡交会西条支部▽縫物奉仕　周桑天

理教婦人部▽歌・劇・似顔絵制作　石根小学校１・２年生▽

歌・踊り　小松老人クラブ女性部▽プランターの花　石根小学

校児童会▽鉢植え　東予・周桑地域労働者福祉協議会▽門松　

周桑商工会小松支部建設業部会

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽居室清掃　曽我部美知子・鈴鹿夏未（小松福祉作業所）▽利

用者介護　山之内裕香▽喫茶　コープえひめ福祉グループ▽

歌・踊り　ふじ美ボランティア和▽クリスマス会　石根保育所

▽プランターの花　石根小学校児童会▽鉢植え　東予・周桑地

域労働者福祉協議会▽抹茶の接待　茶道裏千家淡交会西条支部

　

私
の
父
は
身
体
障
害
者
で
す
。

し
か
も
、
一
種
一
級
と
い
っ
て
、

か
な
り
重
度
の
障
害
が
あ
り
ま
す
。

私
が
中
学
１
年
の
時
、
谷
底
に
転

落
し
て
両
脇
か
ら
下
の
運
動
機
能

と
感
覚
を
完
全
に
失
い
、
ず
っ
と

車
椅
子
の
生
活
で
す
。

　

父
は
、
私
の
部
活
動
を
母
と
よ

く
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
正

直
な
と
こ
ろ
私
は
い
や
で
し
た
。

車
椅
子
の
父
を
興
味
本
位
で
み
ん

な
が
見
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
か

ら
で
す
。
で
も
父
は
「
気
に
せ
ん

で
え
え
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
父
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
に
打
ち
込
み
、
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
県
代
表
に
も
選
ば

れ
、
全
国
優
勝
し
ま
し
た
。
父
は

「
障
害
は
個
性
」
と
よ
く
言
い
ま

す
。
歩
け
な
い
こ
と
が
自
分
の
個

性
だ
と
言
う
の
で
す
。

　

私
の
周
り
に
は
、
も
う
一
人
障

害
者
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
針
治
療

院
の
先
生
で
す
。
先
生
は
看
護
師

を
し
て
い
た
こ
ろ
、
病
気
で
突
然

視
力
を
失
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

先
生
は
よ
く
「
人
生
マ
イ
ナ
ス
が

あ
れ
ば
プ
ラ
ス
も
あ
る
ん
よ
」
そ

し
て
、
「
人
生
誰
に
も
死
ぬ
ま
で

は
幸
と
不
幸
が
同
じ
数
だ
け
や
っ

て
く
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
外
出
す
る
時
に
盲
導

犬
を
連
れ
て
出
か
け
ま
す
。
け
れ

ど
も
店
に
入
る
の
を
断
ら
れ
た
り
、

歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
平

気
で
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
止
め
て

あ
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
日
本
は
住

み
に
く
い
社
会
だ
と
話
し
て
い
ま

す
。
お
店
の
入
り
口
に
大
き
な
段

差
が
あ
る
と
、
「
こ
の
店
は
車
椅

子
の
障
害
者
お
断
り
」
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
そ
う
で

す
。

　

昔
と
比
べ
れ
ば
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
考
え
や
施
設
の
改
善
が
普
及

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に

大
事
な
の
は
、
人
の
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
害
者
や
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
、

同
情
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
を

理
解
し
、
み
ん
な
が
同
じ
目
線

で
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

き
っ
と
差
別
や
偏
見
は
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
口
で
言
う
の
は
簡

単
で
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に
難
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
私
は
そ
う
し
て
い
こ
う

と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
が
差
別
や

偏
見
の
な
い
世
の
中
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
小
さ
な
一
歩
だ
と
思

う
か
ら
で
す
。

「小さな一歩」～丹原高校弁論大会発表
丹原高等学校２年　平塚咲菜№51

　12月12日㈮に、住友重機械労
働組合連合会愛媛地方本部から
東予地区の９つの小学校へ図書
カードが贈呈されました。
　同組合からは、小学校の図書
充実のために毎年図書カードの
寄付をいただいています。

　12月10日㈬に、㈶伊予西条法
人会から市に図書が寄贈されま
した。
　これらの図書は、現在建設が
進められている（仮称）西条図
書館の蔵書として来館者の皆さ
んにご利用いただきます。　

図書が寄贈されました

図書カードが贈呈されました

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

か
ら
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
篠
原
紀
昭
氏
（
今
在
家
）…

再
任

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご

と
な
ど
の
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　

市
庁
舎
本
館
市
民
相

談
課
　

市
民
相
談
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３
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西
条
で
は「
べ
ん
ち
ょ
う
」や「
げ
た
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
魚
で
、
眼
の
あ
る
側

は
赤
褐
色
、
裏
側
は
白
色
と
い
う
姿
形

か
ら
「
赤
い
牛
の
舌
の
よ
う
な
平
た
い

魚
」
と
い
う
意
味
の
名
前
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
や
カ
レ
イ
類
に
近

い
仲
間
で
、
卵
か
ら
ふ
化
し
た
と
き
は

眼
が
両
側
に
付
い
て
い
ま
す
が
、
成
長

に
伴
っ
て
片
方
に
移
動
し
ま
す
。
体
長

は
20
〜
25
セ
ン
チ
に
達
し
、
南
日
本
か

ら
南
シ
ナ
海
に
か
け
て
、
内
湾
の
水
深

20
〜
50
メ
ー
ト
ル
の
砂
泥
底
に
多
く
生

息
し
、
ほ
ぼ
年
中
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
が
高

く
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
「
舌
平
目

の
ム
ニ
エ
ル
」
は
代
表
的
な
魚
料
理
と

し
て
有
名
で
す
。
白
身
で
あ
っ
さ
り
と

し
た
味
わ
い
の
あ
る
魚
で
、
料
理
の
定

番
は
煮
付
け
で
す
が
、
今
の
時
期
は
漁

港
で
寒
風
に
さ
ら
し
て
半
乾
き
に
し
た

「
干
げ
た
」
を
火
で
軽
く
あ
ぶ
れ
ば
、
お

酒
の
肴
に
最
適
で
す
。

①　べんちょうを三枚におろす。
②　梅干しの種を取り、実をほぐす。
③　①の皮を上にして、大葉と②をのせて巻き、竹串を
　刺す。
④　③に小麦粉をつけた後、天ぷら粉をつけて、170℃
　の油で４～５分間揚げる。

※ブロッコリーなど野菜の天ぷらも一緒に調理すると、
　バランスよく栄養をとることができます。
※塩、レモン、めんつゆをかけると、よりおいしく食べ
　られます。
　

　魚は体を作るタンパク質や体の調子を整える各種ビタミン・ミ
ネラルなど多くの栄養価を含みます。また、脳細胞を活発にし、
生活習慣病を防ぐ効果もあります。赤身魚、白身魚にかかわらず
いろいろな種類の魚を食べましょう。

べんちょう ‥   １匹（約400ｇ）　　  梅干し ‥‥‥‥‥‥‥大２個程度
大葉 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８枚　　　小麦粉 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適量
天ぷら粉 ‥‥‥‥‥‥‥‥適量

エネルギー ‥‥‥‥‥   219kcal　　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥ 20.0ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥11.7ｇ

素材・分量（４人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック
　瀬戸内海に面しているこの地方では、四季を通
して新鮮な魚を食べることができます。特に旬の
魚は安価で栄養価も高くお勧めです。魚は、生・
煮る・焼く・揚げる・蒸すなど調理法も多様です。
魚に多く含まれる脂肪酸は、健康の維持・増進に
効果があり、積極的に摂取することが勧められて
います。
　最近では海外でも魚の良さが見直され、需要が
高くなっていますが、日本では生活様式の変化と
ともに魚離れが進んでおり、特に子どもの魚離れ
が課題となっています。魚離れを防ぐには、子ど
ものころから魚料理に親しむことが大切です。自
分で調理した新鮮な魚はおいしく、魚への関心も
深まります。親子で楽しく魚料理を作り、心も体
も喜ぶ魚料理を食べましょう。

次回の食材は 豚肉 です。　問合せ：市庁舎本館産業振興課　ふるさと産品係　℡0897－52－1490

魚を食べよう

　地元のおいしい水が育んだ野
菜やフルーツ、新鮮な魚介類の
刺身や天ぷらなど地元素材をふ
んだんに使ったディナーバイキ
ングなどを提供しています。
　これからの寒い季節にとれる
食材はどれも特においしいので
野菜も魚もたくさん食べてほし
いです。

休暇村瀬戸内東予
　二宮　誠さん
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　12歳教育推進事業
「第２回子ども防災
サミット」が開催さ
れ、市内の小学校25
校の代表60人が、防
災キャンプに参加し
た感想やこれまでの
活動内容を発表しま
した。
　11月には東京の国
連大学でこれまでの
着実な学習成果を発
表するなど、全国的
にも注目されている
事業です。　

　12月17日、11月に開催された「愛媛スポーツ・レクリエーション祭
2008」の小学生バレーボール大会で３位となり「第２回全国小学生男
女バレーボール交流大会」への出場が決定した西条ひまわりクラブの
皆さんが、全国大会出場の報告を行いました。
　また、12月26日には「全国ガールズエイト（U-12）サッカーフェス
ティバル～第５回Jヴィレッジなでしこカップ～」の愛媛県予選で優
勝、四国予選で２位となった西条中央スポーツクラブひうちドリーム
スの皆さんが、２月に福島県で開催される全国大会への出場報告を行
いました。
　両チームの皆さんは、苦しい練習の話しや大会でのエピソード、全
国大会への意気込みを元気いっぱいに話してくれました。

▲  西条ひまわりクラブ

　西条市が全国に誇る農
産品である「春の七草」
で、七草粥を作って食べ
る「七草がゆを食べよう
会」が小松公民館であり
ました。
　小松山草会と小松盆栽
教室の主催で行われた20
年の伝統を誇るこの会に
は、小松小学校の児童も
参加し、会員の方々と一
緒に調理をしながら七草
にまつわる話しなどを教
えてもらっていました。

　中学校音楽フェステ
ィバルが、丹原文化会
館で開催され、市内10
校の生徒たちが、日ご
ろの練習の成果を披露
しました。
　会場を訪れた保護者
らは、生徒たちが奏で
る素晴らしいハーモニ
ーにしばし聴き入り、
演奏が終わる度に盛大
な拍手を送りました。

　12月13・14日と20・21日、
丹原文化会館と総合文化会館
でピアノリレーコンサートが
開催されました。会場では、
ピアノ調律師の塩見浩和
氏による鍵盤を取りは
ずしてのピアノ講座や
ピアニストの中谷幸
代さんによる即興連
弾などがあり、ピア
ノへの興味を深めた
り、弾く楽しさを学
んだりすることがで
きました。また、総合文
化会館では、スタインウェイ
とベーゼンドルファーの２台
のピアノを使った演奏もあり、
訪れた方々も、素晴らしい音
色を堪能していました。

円
内：

会
場
の
子
ど
も
と
中
谷
さ
ん
の
即
興
連
弾

丹原文化会館

総合文化会館

西条中央スポーツクラブ
　　　　　ひうちドリームス ▲

　

ス
ポ
ー
ツ
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
西
条
市
に
招

き
、
２
０
１
７
年
の
国
体
を
見
据
え
、
子
ど
も
た
ち
の

競
技
力
ア
ッ
プ
や
健
全
育
成
を
支
援
す
る
次
世
代
育
成

支
援
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
は
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら

指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

元気な西条の子どもたちが大活躍!
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　12月20日、食の創造
館で国際交流員のケイ
レブさんが、アメリカ
のレシピに西条の食材
を取り入れた創作料理
教室を開催しました。
　参加した皆さんは、
食パンを煮込んだり、
オリーブと西条産のほ
うれん草を一緒に調理
したりしながら、アメ
リカの食文化を楽しむ
とともに、地元産品の
良さについても学びま
した。

　無病息災を祈願する伝
統行事のとうどさんが市
内各地で行われました。
　小松町岡村地区でも１
月11日午前７時から行わ
れ、子どもから高齢者ま
で約20人の住民が無病息
災を祈りました。
　また、橘小学校では同
日19時から各地区のとう
どさんを担ぐ「とうどか
きくらべ大会」があり、
寒風の中、子どもたちが
元気に担いでいました。

　西条市を担うヤングパワーの大人への仲間入りを祝って、成
人式が丹原文化会館と総合文化会館で開催されました。
　今年の成人式の対象者は1189人。小雪もちらつく中、丹原文
化会館へは432人、総合文化会館へは563人が出席し、各会場
とも華やかでお祝いムード満点。式典では、代表者による成人
の主張の発表があり、保護者や友達への感謝の気持ちや未来に
対する決意などを、力強く述べていました。
　式典後は、友達同士で写真を撮り合ったり、久しぶりに会っ
た友達と会話をしたりと、笑顔があふれ思い出に残る成人式を
満喫していました。

　恒例のスノーカーニバルin石鎚が石鎚ピクニック園地で開催
されました。ソリ競争や雪玉を投げる雪玉ダーツなど雪山なら
ではの遊びに子どもたちは大はしゃぎ。大人も参加できる大抽
選会では、抽選のたびに歓声やため息が漏れ、一喜一憂してい
ました。また、雪山の自然観察会もあり、春を待ちわびる木々
の様子などを学ぶことのできる、有意義な一日となりました。

抽選会で
大当たりし
ニッコリ ▲

楽しいソリ競争

冬の森ウォチングで
　　　　　　熱心に学習

岡村地区の
　とうどさん

橘小学校で
の「とうど
かきくらべ
大会」　 ▲

　飯岡小学校でエネルギ
ー環境教育の一環として
クリーンエネルギーであ
る水素を使った実験や燃
料電池で動く自動車への
試乗会が行われました。
　この催しは四国地域エ
ネルギー・温暖化対策推
進会議（事務局：四国経
済産業局、環境省高松事
務所）と岩谷産業㈱が、
次代を担う子どもたちに
新しいエネルギーである
水素について学び、体験
してもらい地球温暖化対
策への取り組みを促進し
ようと実施したものです。
　当日は、子どもたちが
水素を使った実験や燃料
電池自動車に乗車し、楽
しみながら環境への認識
を深めていました。
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形

千
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選
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き
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る
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伊
藤
律
子

鮮
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に
朱
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も
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た
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電
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す
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を
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国
田
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早
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や
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づ
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為
頼
小
夜
子

片か
た
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ぐ
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時
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偉
容
に
映
ゆ
る
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松
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か
ざ
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連
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常
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な
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抱
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貫
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決
意
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シ
ズ
子

歯し

だ朶
刈

か

り

め女
つ
と
飛
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お
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笑
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日
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和
田
喜
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新
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幸
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ま
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れ
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会
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よ
ろ
こ
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渡
部
真
理
子

次
々
と
来
る
人
ご
と
に
白
菜
を
土
産
に
持
た
せ
年
の

暮
れ
す
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
奈
保
子

苺
の
花
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
る
ハ
ウ
ス
の
中
を
蜂
の

飛
び
交
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
カ
メ

紅
葉
の
木
に
か
ら
ま
り
て
朝
顔
の
紫
紺
の
花
の
長
く

咲
き
つ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

操

く
つ
た
く
な
き
東
北
訛
り
の
話
し
声
大
浴
場
に
聞
き

つ
つ
楽
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
原
咲
江

ひ
そ
や
か
に
暖
房
入
れ
来
る
足あ

お

と音
し
て
も
の
思
う
夜

の
心
ぬ
く
も
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
出
芙
美
香

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
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敷
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６
４

　

市
庁
舎
本
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総
務
課　

広
報
情
報
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１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコットランドでは、お正月のお祝いを“ホグマニー”と言   
　　　　　　　　　　　　　　　　　います。この言葉はバイキングやスカンジナビアの昔の祭りに
　　　　　　　　　　　　　　　　　由来しています。１月３日までお正月祝いが続きますが、ホグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　マニーで行われる伝統的な習慣といえば、日本と同じように大
　　　　　　　　　　　　　　　　　掃除をすること、借金は12月31日の24時までにすべて返すとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　うことです。年が明ける直前に“蛍の光”を歌いますが、この
曲は1788年から受け継がれており、日本では卒業式などでも使われています。
　ホグマニーのお祝いで欠かせないのが、親友であれ他人であれ、お互いが思いやりの気持ちを持っ
てキスをし、「Guid（＝Good）New Year」と言い合うことです。昨年のことを忘れて、新たな気持ち
で新年を迎えるという意味があります。“ファースト・フッティング（最初の一歩）”も昔からの習
慣で、１日の０時を過ぎてから黒い髪と目の男性が先に玄関に入ると、１年間幸福になるというもの
です。なぜ黒が良いかというと、昔スコットランドを襲っていたバイキングの人がほとんど金髪だっ
たので、そう見えない人がスコットランドの家にとって幸運だからです。しかし現在は、金髪の人に
対しての偏見は特にありません。
　ホグマニーで最も素晴らしいのは、“ファイアー・セレモニー”という行事です。スコットランド
北東のストーンヘブンという所で、10㌔もある大きなファイアーボール（火の球）を1.5メートルの
棒の両端に吊るし、60人の男が担いだり回したりしながら街を一周します。太陽の光に見立てたファ
イアーボールに悪霊を払う力があると信じられ、キリスト教以前から続いています。私は西条祭りを
見るたびに、このお祝いを思い出します。皆さん、Happy New Year！　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　クリストファー・
　　　サマーフィールドさん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○２月10日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月20日㈮　13時～17時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○２月３日㈫・３月３日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○２月24日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○２月10日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○２月20日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は２月２日㈪～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○２月12日㈭・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○２月18日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く)　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　２月10日㈫　10時～12時　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■土地建物取引相談
　２月８日㈰　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分　
　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■無料不動産相談
　２月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■社会保険出張相談
　２月10日㈫　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　２月12日㈭　10時～16時　総合福祉センター
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■お酒の悩み相談
　２月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　２月18日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　２月19日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

税の無料相談会
　確定申告の書き方指導など税に関する
相談に税理士がお答えします。
◆日　時　２月７日㈯　10時～16時
◆場　所　㈱西条産業情報支援センター
　　　　　１階交流サロン
◆問合せ　四国税理士会伊予西条支部
　　　　　広報担当　越智
　　　　　℡0898－64－4767

無料職業紹介所を開設しています
　西条商工会議所では、厚生労働大臣の承認を得て無料職業紹介所
を開設しています。今までの知識や経験を生かし仕事をお探しの方
と人材を求めている当所会員事業所との就業機会のあっ旋を行って
います。
　詳しくは、西条商工会議所東予支所までお問い合わせください。
◆無料職業紹介所の開設場所　
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　受付時間：月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
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17日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

24日㈫　10：30～11：30　西条公民館

13日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

10日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

９日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

５日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

５日㈭　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

４日㈬　  9：30～11：00　丹原児童館

■赤ちゃん健康情報
◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：９時～11時

○中央保健センター    ２月６日㈮・16日㈪

○東予保健センター　２月９日㈪・27日㈮

○丹原保健センター　２月13日㈮

○小松保健センター　２月20日㈮

■産業保健健康相談
○日時　２月26日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込先　地域産業保健センター（℡0897

　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－

　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）

　２月２日㈪・16日㈪

　13時30分～14時30分

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆精神保健相談（要予約）

　２月４日㈬　13時30分～15時30分

◆思春期保健相談・女性の健康相談（要予約）

　２月10日㈫　13時～15時

◆歯の健康相談（要予約）

　２月18日㈬　13時～14時30分

◆難病医療相談（要予約）

　２月24日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

17日㈫
26日㈭

24日㈫

４日㈬
19日㈭
３日㈫
12日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年10月１日～
10月31日の出生児

平成20年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成18年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立した生活を送ること
が理想です。健康寿命を延ばすため、身近な病気について勉強しませんか？

脳の病気・頭痛について
日時・場所　２月10日㈫　15時～16時30分　　東予保健センター
講師　村上記念病院　脳神経外科部長　藤田仁志氏
申込先　東予保健センター

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。

　子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」は妊娠や出産、育児などについての
悩み事相談や情報交換ができる場所です。相談には、助産師・保育士・保健
師・栄養士・家庭児童相談員などの専門スタッフが応じます。（予約不要）
日時　毎週火曜日（祝日除く）　10時～15時
場所　中央保健センター健康指導室　　　　　　問合せ　中央保健センター

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　２月・３月の日程等

３月27日㈮

東予保健センター ３月13日㈮

丹原保健センター ３月27日㈮

小松保健センター ３月６日㈮

２月20日㈮

２月13日㈮

２月27日㈮

２月６日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間

子育て総合相談窓口
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２月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科
内科
外科

矢野医院 （55－1777）
内科
外科
内科
外科

土岐医院 （56－2090）

市立周桑病院 （64－2630）

内科
外科

弓山外科 （64－3182）
福田医院 （68－7243）

行本医院 （66－0609）

日

１
(日)
８
(日)
11
(水)
15
(日)
22
(日)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

横山病院 （72－2121）
西条愛寿会病院（55－2300）

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

12
(木)
13
(金)

10
(火)

14
(土)
16
(月)

２
(月)

４
(水)
５
(木)

３
(火)

６
(金)
７
(土)
９
(月)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

17
(火)

土岐医院 （56－2090）

米田脳神経外科 （56－9165）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

田渕外科 （65－5651）

角産婦人科 （64－3168）

森山内科 （65－4332）

弓山外科 （64－3182）

横山病院 （72－2121）

26
(木)
27
(金)

25
(水)

28
(土)

19
(木)
20
(金)

18
(水)

21
(土)
23
(月)
24
(火)

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科 （64－0460）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

まなべ病院 （57－7011）

横山病院 （72－2121）
中村内科胃腸科 （68－4976）

済生会西条病院（55－5100）

あぜち内科 （52－1630）

秋山医院 （56－0885）

横山病院 （72－2121）

西条中央病院 （56－0300）

中村医院 （66－0606）

キッズクリニックパパ （76－1788）

としもり内科 （53－6300）
松本整形外科 （52－1011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

まなべ病院 （57－7011）

茎田医院 （66－0555）

渡部内科病院 （64－1200）
まなべ病院 （57－7011）

佐藤クリニック （57－8200）

星加小児科内科F.C （55－3105）

かりやま整形外科 （47－1717）

ながい小児科 （53－7707）

黒田医院 （64－3780）

横山病院 （72－2121）

あおの循環器科 （68－3300）

（55－2002）星加医院

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）
秋山医院 （56－0885）

森山内科 （65－4332）

角産婦人科 （64－3168）

くしべ整形外科 （76－7555）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）

松田循環器科内科 （76－1117）

いしづちやまクリニック（68－8885）

伊藤医院 （64－2384）

中村内科胃腸科 （68－4976）

キッズクリニックパパ （76－1788）

森内科 （64－5858）

奥田外科 （64－3331）

玉置内科小児科 （66－3735）

宮島小児科医院 （55－2615）

あおのクリニック （52－1155）

坂根医院 （55－4021）

としもり内科 （53－6300）

宮島小児科医院 （55－2615）

西条愛寿会病院 （55－2300）

田渕外科 （65－5651）

中村医院 （66－0606）

こまつ医院 （72－5862）

平田クリニック （76－2256）

近藤クリニック （64－2760）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

河野内科医院 （73－2950）

横山病院 （72－2121）

そのべ医院 （64－0660）

安永クリニック （64－5760）

渡部内科病院 （64－1200）

和田内科皮膚科 （55－0515）

（55－2002）星加医院

ながい小児科 （53－7707）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

今井クリニック整形外科 （68－8118）

そのべ医院 （64－0660）

毎週木曜日・19時まで（祝日・年末年始を除く）

　市庁舎本館市民課と各総合支所市民福祉課では、毎週木曜日に次の窓口業務を延長して
行っています。なお、下記以外の窓口業務は、通常どおり17時15分までです。

印鑑登録、戸籍謄本・戸籍抄本・住民票・印鑑証明書の交付。詳しくは、市庁舎本館市民課
市民係(℡0897－52－1211)へ。
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皆
さ
ん
は
、
市
民
の
森
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
市

民
の
森
は
、
旧
西
条
市
の
市
制

40
周
年
事
業
と
し
て
総
事
業
費
約

10
億
３
１
０
０
万
円
を
か
け
、
昭

和
56
年
度
か
ら
平
成
２
年
度
ま
で

の
10
年
間
の
工
期
で
、
八
堂
山
の

東
斜
面
約
19
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
剛
院
を
過
ぎ
、
市
民
の
森
を

上
り
始
め
る
と
20
種
２
０
０
０

本
の
梅
の
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

梅
林
園
が
見
え
て
き
ま
す
。
毎
年

２
月
に
は
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
梅
の
香
り
や
花
を
楽

し
み
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

（
11
ペ
ー
ジ
に
、
今
年
の
梅
ま
つ

り
の
記
事
を
掲
載
）

　

梅
林
園
を
過
ぎ
る
と
、
全
国
各

県
の
県
木
を
植
え
て
い
る
県
木
の

森
や
芝
生
が
広
が
る
自
由
広
場
が

あ
り
、
そ
の
先
に
は
西
条
市
を
一

望
で
き
る
考
古
歴
史
館
が
あ
り
ま

す
。
同
館
に
は
、
八
堂
山
か
ら
発

掘
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
土
器
な
ど

が
常
設
展
示
さ
れ
、
毎
月
の
特
別

展
示
な
ど
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

道
路
を
終
点
ま
で
登
る
と
、
そ

こ
に
は
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な

冒
険
広
場
が
あ
り
ま
す
。
人
工
芝

滑
り
台
や
延
長
96
メ
ー
ト
ル
の
ロ

ー
ラ
ー
滑
り
台
な
ど
、
ま
さ
に
自

然
の
中
の
ち
び
っ
子
天
国
で
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
の
森
入
口
の
ゲ

ー
ト
が
11
～
３
月
は
21
時
、
４
～

10
月
は
22
時
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
の

で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
住
所　

福
武
乙

■
駐
車
場　

あ
り
（
無
料
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

平成20年12月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　115,173 人   （－ 36人）

　男　　  55,183 人    （－ 30人）

　女　　  59,990 人    （－  6人）

世　帯　  47,381世帯（－ 6世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　成人式の取材では、新成人のま
ぶしい笑顔と若々しさが印象的で
した。私も20歳のころはこんな感
じだったのかなと懐かしむ一方で、
甘えている部分もあるのではない
かと改めて気付かされました。
　「もうトシだから」は禁句です。
いくつになっても輝いている人は
すてきだし、私も新成人に負けな
いぞ ! と思う１日でした。       （か）

　
　
　

第
45
回
　
　

市

民

の

森

▲ 考古歴史館
　からの眺望
（H20.11.19撮影）

▲ 昨年の梅ま
　つりの様子
（H20.２.17撮影）
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

16
22
月
日

日15

２

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

２

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

9：30 寺田　℡0898－68－7240無　料10：00 大ホール寺田歌謡教室・知里歌謡教室　合同歌謡祭
水11 9：00 住友別子病院検査センター　℡0897－37－7130無　料12：00

13：30
大ホール
大・小ホール

小ホール

愛媛県臨床検査技師会東予支部　学術講演、林家木久扇特別講演
日８

9：00 墨華書道研究会（松本）　℡0897－57－9410無　料小ホール
展示室

10：00

西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00日22

月16

11：30

丹原文化会館　℡0898－68－3555無　料女性創作家のコラボレーション　ばらーら09　※17時まで

【２月の休館日】 毎週月曜日

【２月の休館日】 毎週月曜日（16日開館）

大･小ホール

第34回墨華書道展　※３月１日まで。展示は17時（最終日16時）まで。
社交ダンスパーティー

ＭＯＮＫＥＹ　ＭＡＪＩＫ　ＴＯＵＲ ’09　F a n t a s i a

小ホール 総合文化会館　℡0897－53－55002000円18：30土21 17：30

大ホール 総合文化会館　℡0897－53－55005000円19：0018：30
日15 第17回西日本クラウン吟詠家　ジョイントリサイタル 大ホール 西日本クラウン吟友会（菰田）℡0896－24－6668指定5000円

自由3000円13：0012：00
日８ 市民吹奏楽団　第17回定期演奏会 大ホール 西条市民吹奏楽団（髙畑）℡090－3461－757014：0013：30

Fantastic JAZZ Night ～冬の陣～　produced by Keiko Kurita

展示室 総合文化会館　℡0897－53－5500無　料

整理券必要
金６ 第３回　子ども防災サミット　※一般の参加者は小ホールで聴講 市教育委員会学校教育課　℡0897－52－164013：3013：00 無　料

10：00
※初日13時

果林冬（かりんとう）～加納果林の原画展～

27
〜
金
〜

※17時30分まで展示
※16日は13時開場

２/16 月 19時開演

入場料　5,000円（全席指定）
総合文化会館大ホール

総合文化会館、ローソンチケットにて好評発売中　良いお席はお早めに！

２/21 土 18時30分開演　総合文化会館小ホール

２/８ 日 10時～17時

出　演：栗田敬子（Pf&Vo）
　　　　高本弘（G）
　　　　松岡正巳（Dr）
ゲスト：河上修（B）

入場料：2,000円

総合文化会館・丹原文化会館にて
チケット発売中！

女性創作家の
コラボレーション

丹原文化会館にて開催

展示期間　２月16日㈪～22日㈰
　　　　　10時～17時30分　※16日は13時から展示
展示場所　総合文化会館展示室　入場　無料

入場　無料
内容　ダンス、音楽、ファッション
　ショー、映像、絵画、写真、ガラ
　ス、陶芸、染色、手鞠、人形…。

※ダンス等の上演は、大ホールにて
　13時30分開演（13時開場）です。

広報さいじょう　2009　2月号 36


